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日本史 解答例

Ⅰ 意見や議論の歴史 ＜やや易＞

問１ア 問２エ 問３イ 問４ア 問５紀伊(国)

問６ア 問７二 問８オ 問９イ 問10政談 問11林子平

問１聖武天皇が遷都を繰り返した宮都がいずれも選択肢にあるため、消去法も使え

ず難しい問題となっている。リード文中の年代から解答を導き出そう。通年授業で

は、「早稲田・上智受験者は、この遷都の年代を覚えておくべき」と伝えていた。

問３は「あてはまる文がなければ，記号オをマークしなさい」となっており、唯一

消去法が使えない問題であった。そこに注意を払うことはできただろうか。

Ⅱ 学問の歴史 ＜易＞

問１紀伝道〔文章道〕 問２勧学院 問３エ 問４イ・ウ 問５エ

問６熊沢蕃山 問７ウ 問８ア・イ 問９北里柴三郎 問10オ

Ⅲ 貿易と貨幣に関する歴史 ＜やや易＞

問１ウ 問２借上 問３永仁徳政令 問４オ 問５ウ

問６浦賀 問７ウ・エ 問８寛永通宝 問９銅 問10イ 問11オ

問２「漢字５字」という条件があるので、「永仁の徳政令」は誤り。問６は難問だ

が、カンで正解した人もいるだろう。1853年にペリーが現れたのは浦賀沖だった。

Ⅳ 運輸・交通史 ＜やや難＞

問１ひすい 問２ウ・オ 問３ウ 問４エ 問５ウ・オ

問６伝馬 問７エ 問８ウ 問９人力車 問10ウ 問11イ 問12総力戦

問７ア・オは、語句が１文字だけ替えてあるというせこい誤文だった。まるで上智

大学のようだ。
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講評

全体的に、細かい語句の誤りを見つけさせる正誤問題が多かった印象だ。考えさ

せて正誤を判別させる問題が少なく、物足りなさを感じた。普通に難関私立大対策

を取っていれば、高得点が容易に取れた問題とも言える。
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